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第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー    

「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」    

－薬学教育６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－－薬学教育６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－－薬学教育６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－－薬学教育６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－    

────    抄録集抄録集抄録集抄録集    ────    

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

日日日日    時時時時    

平成平成平成平成 17171717年年年年 6666月月月月 4444日（土）日（土）日（土）日（土）15151515：：：：00000000～～～～17171717：：：：30303030    

会会会会    場場場場    

剛堂会館会議室剛堂会館会議室剛堂会館会議室剛堂会館会議室（明治薬科大学・剛堂会館ビル）    

千代田区紀尾井町 3－27 

Tel 03－3234－7362 

 
 
 

主催：長崎大学薬学部同窓会 関東支部 
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第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー第３回卒後セミナー    

「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」「薬学教育６年制への移行と現役薬剤師」    

－薬学教育－薬学教育－薬学教育－薬学教育６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－６年制実現の経緯と現役薬剤師の抱える課題－    

                                                    ＜プログラム＞＜プログラム＞＜プログラム＞＜プログラム＞                                     

 

                                                                            総合司会 谷 覺 （S42卒）                       

開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶    

長崎大学薬学部同窓会関東支部会長    富安 一夫（S34卒） 

基調講演基調講演基調講演基調講演    

「薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望」「薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望」「薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望」「薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望」    

                                    座長：富士バイオメディックス    黒岩黒岩黒岩黒岩    幸雄幸雄幸雄幸雄    先生（S30卒）    

                                    講師：明治薬科大学 特任客員教授    村田村田村田村田    正弘正弘正弘正弘    先生 

 

シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    

「薬「薬「薬「薬剤師の抱える今日と明日の課題」剤師の抱える今日と明日の課題」剤師の抱える今日と明日の課題」剤師の抱える今日と明日の課題」    

コーディネーター 末澤 克己（S4７卒）    

                                                                                                吉岡 優子（S56卒） 

 

医療の立場から医療の立場から医療の立場から医療の立場から    

                                日赤医療センター日赤医療センター日赤医療センター日赤医療センター                                        多田多田多田多田    和子和子和子和子    先生（S48卒）    

臨床開発の立場から臨床開発の立場から臨床開発の立場から臨床開発の立場から    

                                        総合総合総合総合 SMOSMOSMOSMO                            原原原原        正朝正朝正朝正朝    先生（S60卒）    

薬学教育の立場から薬学教育の立場から薬学教育の立場から薬学教育の立場から    

                                長大薬学部長大薬学部長大薬学部長大薬学部                    中島憲一郎中島憲一郎中島憲一郎中島憲一郎    教授（S46卒 院 48） 

閉会の挨拶閉会の挨拶閉会の挨拶閉会の挨拶    

長崎大学薬学部同窓会関東支部副会長        渡邊三二四（S35卒） 
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基基基基調講演調講演調講演調講演    

薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望薬学教育６年制実施と薬剤師の将来展望    

明治薬科大学 特任客員教授    村田村田村田村田    正弘正弘正弘正弘        

 

100年を越える薬学教育は今歴史的転換期を迎えている。本年(平成 17年)入学者

を最後に 4年制による薬剤師養成の課程は終焉し、来年度(平成 18年)から 6年制に

よる新しい薬剤師養成のための薬学教育がスタートする。薬学教育についての論議

はほぼ半世紀にわたって続いていたので、薬学関係者、薬剤師の長年の悲願成就と

言いたいところだが、現況は楽観できる状況ではない。 

 従来の薬学教育が医薬品創製の基礎科学、特に有機化学を中心とし、実務、特に

医療関連について希薄であった。医療法の改正によって薬剤師は医療の担い手とし

て明記された。背景には医療がパターナリズムから、インフォームド・コンセント

を掲げ EBM、チーム医療へと転換した医療環境の変化がある。IT の普及、新しい

商品流通システムの登場といった医療、薬学と直接には関係ない社会構造の変化も

ある。薬学関係者も薬剤師もこれらの状況変化をみな認識している。しかし、その

変化を評価し、次世代の薬剤師に必要な知識・技術とそれを教育する方策を立案す

るに至っていない。社会あるいは国民の認識とに差がある。薬系大学、そして多く

の大学教員の認識は実務教育は誰かがやるのであって、自らは従来の「仕事」をす

ればよいと信じている。 

 必然か、偶然か薬系大学の新設が続いている。薬剤師という職能を確立しないま

ま、免許証、認定証信仰が続く限り、受験生減少対策としての経営戦略に対抗する

術がない。国民、生活者が望む薬剤師像、それを目指す薬学生の視点で教育内容と

インフラの整備を進めるのが既卒者の責務である。 

 

・略歴：  

東北大学医学部薬学科卒、同大学院薬学研究科修士課程修了 

三共(株)勤務を経て、日本医科大学多摩永山病院薬剤科長、明治薬科大学常勤客員 

教授を経て現在特任客員教授 

・主な著書、共著：  

医薬品情報学(東京大学出版、共著)  カルテの読み方と基礎知識(じほう、監修) 
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シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    

「薬剤師の抱える今日と明日の課題」「薬剤師の抱える今日と明日の課題」「薬剤師の抱える今日と明日の課題」「薬剤師の抱える今日と明日の課題」    
コーディネーター    末澤克己末澤克己末澤克己末澤克己    吉岡優子吉岡優子吉岡優子吉岡優子    
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シンポジウム／医療の立場からシンポジウム／医療の立場からシンポジウム／医療の立場からシンポジウム／医療の立場から    

「血液製剤の管理と薬剤師」「血液製剤の管理と薬剤師」「血液製剤の管理と薬剤師」「血液製剤の管理と薬剤師」    
日本赤十字社医療センター  多田多田多田多田    和子和子和子和子 

今日、医療現場で薬剤師が担当する血液製剤の管理は、かつては「医師の業務を補助」す

る消極的なものであり、病院の輸血部門が集中して血液製剤を管理する体制は、必ずしも一

般的ではなかった。繰り返される輸血事故のかなりの部分は、そうした病院の管理体制の不

備に原因を帰せられるものであったと言える。 

二年前に、血液新法と改正薬事法が施行されるまで、医療現場での血液製剤管理業務は病

院の自主的な管理に任され、これを担当する者は、現場同士で情報を交換しながらいわば試

行錯誤の中で、管理の体制を一つ一つ積み上げてきた現状がある。 

血液新法と改正薬事法は、医療機関に対し血液製剤の（１）適正使用の推進、（２）院内体制

の整備、（３）患者等に対する説明、（４）使用記録の保管を課し、血液製剤の管理業務で病院薬

剤師の果たす役割の根拠が明示された。その結果、医療現場で血液製剤管理を担当する薬剤師（輸

血部門で働く者ばかりでなく、病棟薬剤師として勤務する者も含め）には、上記の管理業務を果

たすために必要な専門知識と、それを的確に説明し相手に正しく伝える能力がますます重要にな

ってきた。 

とくに「適正使用の推進」に関しては、多くの医師が「医師の裁量の範囲」と考える部分

にまで踏み込まねばならない場合もあり、チーム医療の一員として意見を受け入れられるよ

うになるには、従来の薬学教育の範囲を越える専門知識を身につけ、最新のデータの把握を

心がける必要がある。また、「患者に対する説明」では、専門知識に基づく情報を、いかに

分かり易く、かつ、患者の心理を把握した的確な形で伝えるか、が重要である。 

これらのことは、これまで「現場での教育（OJT）」や「個人の努力（と資質）」に依存し、

いわば医療の現場で経験を積み重ねることで身に着けるものと考えられてきたが、6 年制の

薬学教育に系統だった教育の一環として、取り入れられることを期待する。 

 

 

・略歴：昭和48年長崎大学卒業 日赤医療センター調剤室勤務後、輸血室管理に携わる。 

・近著：ファルマシア 2005 年 1 月「薬剤師は何ができたか血液製剤を例に薬害を考える」、

薬局 2004 年 7 月血液製剤特集「安全な血液製剤の安定確保供給の確保等に関する法律と

薬剤師の役割」、「もっと知りたい輸血Q&A」 
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シンポジウム／臨床開発の立場からシンポジウム／臨床開発の立場からシンポジウム／臨床開発の立場からシンポジウム／臨床開発の立場から    

「ＳＭＯの治験コ「ＳＭＯの治験コ「ＳＭＯの治験コ「ＳＭＯの治験コーディネーターと薬剤師」ーディネーターと薬剤師」ーディネーターと薬剤師」ーディネーターと薬剤師」    
総合 SMO株式会社 原原原原    正朝正朝正朝正朝 

 SMOは Site Management Organization の略で治験施設支援機関と呼ばれ、医療機関の

立場で治験の支援業務を行います。医療機関で医師が治験を行うには、被験者へのインフォ

ームド・コンセントや症例報告書の作成、被験者の検査日、来院日などのスケジュール管理、

被験者からの相談事への対応など煩雑な業務があります。医師の業務の補助を行い、質の高

い治験を行うための支援を行う企業が SMO です。厚生労働省は、SMO の位置付けや、業務範

囲などについて2002 年 11 月に｢SMO の利用に関する標準指針策定検討会｣報告書をまとめま

した。また、2003年6月にはGCP（Good Clinical Practice：医薬品の臨床試験の実施に

関する基準）改正によりSMOは｢医療機関が実施にかかる業務の一部を委託する者｣として位

置付けられました。 

 ＳＭＯ業務の中では、ＣＲＣ（治験コーディネーター：Clinical Research Coordinator）と

呼ばれる担当者が重要です。ＣＲＣは多忙な医師の業務を軽減する専門スタッフとして誕生しま

した。法的には、ＧＣＰに｢専門的立場から治験責任医師などの業務に協力する治験協力者｣とい

う表現があり治験を実施するチームの一員と位置付けられています。 

 医師を支援する業務を行うＣＲＣには、臨床経験や患者と接した経験あるいは倫理的配慮が求

められる一方、治験チーム内の調整あるいは治験依頼者（製薬会社）との関連業務から考えると、

ＧＣＰや医療・基礎医学・薬学的知識やコミュニケーション能力が求められます。ＣＲＣの多く

は、薬剤師や看護師、臨床検査技師等の有資格者です。しかし、法的にはＣＲＣが医療の国家資

格を有することは義務付けられていません。 

 他の医療職種に比較して、薬剤師ＣＲＣのWeak pointは疾患や病態とその治療に関する知識

が少ない点でしょう。４年制の薬学教育では、医療で実際に医薬品が使用されている現場を学ぶ

機会は限られています。薬剤師は医学の基礎知識を習得した上で、医療現場で薬学的観点からの

判断力が必要であると思います。ＣＲＣは患者や医療機関の他部門のスタッフと円滑なコミュニ

ケーションを図ることも、治験を行う上で重要になります。コミュニケーション能力は、どの職

種でも最も重要な基礎的能力です。私達の会社の面接では、コミュニケーション能力と志を最も

重視しています。知識は教育で増やすことが可能ですが、コミュニケーション能力は一朝一夕に

は向上しません。ＣＲＣが日頃から積極的に、意識改革に取り組むことも必要でしょう。 

 ＣＲＣは薬剤師の新たな職能発揮の場として拡大して行くことが予想されます。私どもＳＭＯ

も医薬品開発に貢献できるよう、引き続きＣＲＣの質の向上に努力してまいります。 

 

・略歴： 

昭和 60 年長崎大学卒業 済生会福岡総合病院勤務を経て平成 3 年総合メディカル入社、調剤

薬局部門に勤務。平成 16年 4月総合メディカルの関連会社である総合ＳＭＯ設立に従事。 
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シンポジウム／薬学教育の立場からシンポジウム／薬学教育の立場からシンポジウム／薬学教育の立場からシンポジウム／薬学教育の立場から    

「「「「長崎大学薬学部が目指すこれからの薬剤師教育長崎大学薬学部が目指すこれからの薬剤師教育長崎大学薬学部が目指すこれからの薬剤師教育長崎大学薬学部が目指すこれからの薬剤師教育」」」」    
長大薬学部  中島憲一郎中島憲一郎中島憲一郎中島憲一郎 

 

平成 18 年度から、薬学 6 年制がいよいよスタートする。これまで非常に長い時間をかけて論

議されてきた６年制であるが、やっと結論が導かれたことになる。しかしながら、今回の学校教

育法の改正では、薬学に 6年制と 4年制の併設を認めるという、これまでの薬学教育の歴史で初

めての制度が導入された。また、薬剤師法の改正により、薬剤師免許の受験資格は 6年制教育を

終了した者に与えられることになった。4年制学部を卒業したものには、平成 29年度までの入学

者に限り、薬学系の大学院を修了後、６年制に比べ不足している医療薬学系科目や実務実習等の

単位を一定期間内に追加履修し、6 年制の卒業者と同等であると厚生労働大臣が個別に認定した

場合に限って受験資格を与えることにした。 

長崎大学薬学部では、これらのことを十分に検討した結果、4年制と 6年制の学科を併設し、

それぞれ創薬研究者と臨床薬剤師の養成に特化した教育を行うことにした。    

１）4年制学科：薬科学科。定員 40名。創薬に関する教育・研究を目的として設置し、将来、

この分野で活躍できる研究者の養成を目指す。4年制には 2年間の博士前期（修士）課程と 3年

間の博士後期課程が設置されており、4年制卒業後、全員が大学院に進学することを望んでいる。

また、4 年制で卒業を希望するものは、公務員、MR など行政や製薬企業あるいは健康食品産業

等で薬科学の知識を生かした職に就くことになる。 

２）6年制学科：薬学科。定員 40名。より高資質な薬剤師（臨床薬剤師）の養成を目的として

設置する。臨床薬学系科目を充実し、6 ヶ月の実務実習を課すなど、実践的な薬剤師養成教育を

目指す。1 ヶ月の事前実習は学部内に設置予定の模擬薬局で行う。実務実習調整機構を通した、

2.5ヶ月の病院実習と 2.5ヶ月の保険調剤薬局実習を実施する。 

３）模擬薬局事前実習は、OSCE (Objective Structured Clinical Examination, 客観的臨床技

能試験) 対策でもある。OSCEでは接遇、薬剤の調製 (1, 2)、調剤鑑査、無菌操作の実践、情報

提供など 6項目に亘って試験が行われる。OSCE合格したものに、学外での 5ヶ月以上の実務実

習が課されることになり、事前実習とこれに連動するOSCEが非常に重要となる。また、4年次

前半までに修得した薬学に関する知識を問うCBT(Computer Based Testing, 知識を評価する客

観試験) に合格することも必須である。長崎大学では、本年度、模擬薬局を設置し、この 3年間

をかけて充実していく計画である。CBTに関しては医・歯学部ですでに実施に入っており、この

施設を利用する。なお、OSCEやCBTに関しては、現在の 4年制学生を対象にトライアルを実

施していく予定である。 

４）実務家教員の採用。5年以上の薬剤師経験を有する実務家教員 4名が採用され、病院実習、

事前実習を担当する。また、臨床薬学系教官とともに、薬局実習にも関与し、巡回指導や e-learning

による指導を実施する。 
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長崎大学は臨床薬剤師養成と創薬研究者養成の両輪で新たなスタートを始める。過去に例を見

ない新しい試みであり、暗中模索の状態であるが、長崎大学薬学部の更なる発展を信じて、取り

組んでいる。 

 

・略歴： 

1971年長崎大学薬学部卒業、1973年長崎大学大学院薬学研究科修了後、長崎大学薬学部助手、

助教授を経て、1996年長崎大学薬学部教授（衛生化学）、1999年長崎大学大学院薬学研究科・

臨床薬学独立専攻教授（医療情報解析学）、2002年長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授（医

療情報解析学）。2001-2005 年長崎大学薬学部長。1985-1986 年文部省在外研究員（米国カン

ザス大学）。[社会活動] 長崎県環境審議会会長、長崎市環境審議会会長、長崎県環境影響審査

会会長、長崎県自然環境保護審査会温泉部会長。[学会活動] 平成 16年度日本分析化学会九州

支部長、平成 15年度日本分析化学会理事、クロマトグラフィー科学会評議員、BMC編集委員、

CPA編集委員、JPBA編集委員他。 

 

・主な著書、共著： 

・Chromatographic methods for the analysis of drugs in biological fluids, in Handbook of  

Analytical Separation, Ed. by G. Hempel, Vol.5, pp 15-75, 2004, Elsevier B. V. 

・Chemiluminescence detection in liquid chromatography, in Chemiluminescence in 

Analytical Chemistry, Ed. by A. M. Garcia-Campana and W. R. G. Baeyens, pp393-426 

and pp551-566, 2001, Marcel Dekker, Inc. 

・Reagent for CL detection, in Modern Derivatization Methods for Separation Sciences, Ed. 

by T. Toyo’oka, pp167-190, 1999, Wiley & Sons Ltd. 

・衛生薬学、編集・共著、1999年、廣川書店。 

・最新機器分析学、編集・共著、2000年、南山堂。 
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（最近、長崎大学の正式なロゴマークが決まりました） 


